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東
大
原
最
後
の
年同

窓

会

長　

野

地

勝

彰

（
一

四

回

生

）

四
月
の
総
会
に
は
新
入
会
員
を
含
め
て
一
三
〇
名
を
超
え
る

会
員
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
滞
り
な
く
終
了
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議
事
内
容
は
二
頁
か
ら
を
ご
覧
頂
き
た
く
、
ま
た
今
年
は
役
員

の
改
選
時
期
で
し
た
が
、
学
校
統
合
へ
の
準
備
加
速
と
今
ま
で
の

関
与
を
考
慮
し
て
理
事
一
名
を
除
き
全
員
の
留
任
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
こ
れ
か
ら
の
二
年
間
を
進
め
て
参

り
ま
す
の
で
会
員
皆
様
の
従
前
通
り
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
下
北
沢
小
学
校
発
足
ま
で
残
り
一
年
を
切
り
ま
し
た
。

学
校
行
事
で
も
「
最
後
の
運
動
会
」「
最
後
の
展
覧
会
」
な
ど

「
最
後
」
が
多
く
な
っ
て
、「
あ
り
が
と
う
東
大
原
」「
さ
よ
う
な

ら
東
大
原
」
と
銘
打
っ
て
の
閉
校
行
事
も
多
々
企
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
我
が
同
窓
会
も
「
東
大
原
小
学
校
同
窓
会
」
の
名
称
は

た
と
え
最
後
と
な
っ
て
も
、
同
窓
会
活
動
が
最
後
と
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
総
会
の
開
催
、
会
員
の
親
睦
、
地
域
行
事
へ
の

協
賛
、
新
校
の
教
育
環
境
向
上
へ
の
貢
献
、
な
ど
今
ま
で
通
り
の

活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。
こ
の
内
「
新
校
へ
の
協
力
」
に
つ
い
て

は
東
大
原
時
代
と
同
様
に
す
る
こ
と
が
今
回
の
総
会
で
承
認
さ

か
、
そ
れ
ぞ
れ
に
旧
学
校
名
を
併
記
す
る
か
、
が
ポ
イ
ン
ト
と

な
り
そ
う
で
す
。
役
員
会
で
議
論
し
、
結
論
を
出
し
た
上
で
来

年
の
総
会
に
お
諮
り
し
ま
す
。
多
忙
な
一
年
と
な
り
ま
す
が
皆

様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今

年

度
で
無

く
な

っ
て
し
ま

う
母

校

校

舎

を

懐
か
し
む
ク
ラ
ス
会
等
開
催
予
定
の
方
々
へ
の

お
願
い

東
大
原
小
学
校
の
校
舎
は
平
成
二
八
年
四
月
中
旬
以
降
新
校
建
設
へ
向

け
て
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
最
後
に
懐
か
し
い
教
室
に
入
っ
て
、
懐

か
し
い
友
達
と
学
校
に
別
れ
を
惜
し
み
た
い
と
言
う
希
望
が
、
学
校
や
同

窓
会
に
届
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、

個
人
情
報
の
問
題
も
あ
り
、
な
か
な
か
教
室
に
入
っ
て
、
同
級
会
な
ど
を

す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

そ
の
た
め
学
校
側
と
話
し
合
い
、
自
由
に
学
校
内
に
立
ち
入
っ
て
別
れ
を

惜
し
む
機
会
を
用
意
い
た
し
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
さ
ま
は
是
非
こ
の
機

会
に
合
わ
せ
、
校
舎
へ
お
別
れ
す
る
惜
別
の
同
級
会
な
ど
を
計
画
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
平
成
二
八
年
三
月
二
十
六
日
十
四
時
半
か
ら
母
校
体
育
館
で
母

校
最
後
の
同
窓
会
総
会
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
の
日
は
教
室
内
に
は
入
れ
ま

せ
ん
が
前
記
四
月
十
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
総
会
に
出

席
し
が
て
ら
同
級
会
を
開
い
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

れ
ま
し
た
。
ま
た
同
窓
会

の
今
後
の
名
称
と
新
校
卒

業
生
へ
の
対
応
に
つ
い
て
の

ご
意
見
も
戴
き
ま
し
た
。

「

下

北

沢

小

学

校

同

窓

会

」
と
す

る
か
、
学

校

名

と
無
関
係
の
名
前
と
す
る

記
念
誌
発
行
へ
の
原
稿
を
お
願
い
し
ま
す

来
年
三
月
の
東
大
原
小
学
校
閉
校
へ
向
け
て
記
念
文
集
を

作
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
会
員
の
方
々
、
教
職
員
だ
っ

た
方
々
の「
東
大
原
小
学
校
へ
の
想
い
」
を
四
百
字
前
後
で

投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。
文
集
は
二
八
年
三
月
発
行
次
回

会
報
に
同
封
予
定
で
す
。
ご
協
力
下
さ
い
。

平
成
二
八
年
四
月
十
日
（
日
曜
日
）

（
日
曜
日
）
十
時
か
ら
一
ら
一
五
時
ま
で
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
同
窓
会
、
お
や
じ
の
会
、
校
庭
開
放
委
員
会
な
ど
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
同
窓
会
、
お
や
じ
の
会
、
校
庭
開
放
委
員
会
な
ど
の

主
催
で「
さ
よ
う
な
ら
東
大
原
」
の
会
が
催
さ
れ
、
自
由
に
東

主
催
で「
さ
よ
う
な
ら
東
大
原
」
の
会
が
催
さ
れ
、
自
由
に
東

大
原
小
学
校
内
に
出
入
り
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

大
原
小
学
校
内
に
出
入
り
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

懐
か
し
い
母
校
の
椅
子
に
座
っ
て
心
ゆ
く
ま
で
童
心
に
帰
っ
て
ク

懐
か
し
い
母
校
の
椅
子
に
座
っ
て
心
ゆ
く
ま
で
童
心
に
帰
っ
て
ク

ラ
ス
会
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。

ラ
ス
会
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。
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そ
の
後
新
入
会
員
が
卒
業
写
真
の
配
付
を
受
け
る

た
め
十
五
分
ほ
ど
席
を
外
す
と
言
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が

あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
戻
ら
れ
て
第
二
部
の
神

谷
寛
子
さ
ん
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の「
レ
ッ
ツ　

プ
レ
イ

　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
神
谷
さ
ん
は

下
北
沢
地
区
で
幅
広
い
音
楽
活
動
を
な
さ
り
、
ま

た
北
沢
町
会
の
役
員
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
地
域
に

密
着
し
て
以
前
か
ら
同
窓
会
が
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
方
で
す
。

今
回
は
閉
校
も
間
近
い
総
会
な
の
で
、
堅
苦
し
か
っ

た
り
難
し
か
っ
た
り
す
る
先
輩
同
窓
生
の
講
話
で
は

な
く
み
ん
な
で
体
育
館
で
楽
し
め
る
音
楽
会
を
し
よ

う
と
い
う
企
画
で
、
神
谷
寛
子
さ
ん
に
お
願
い
し
ま

し
た
。

色
々
な
世
代
の
方
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
皆
が
歌
え
る
歌
を
選
び
、
合
唱
を
し
た
り
、
会
場

の
参
加
者
を
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
輪
唱
を
し

た
り
、
楽
器
演
奏
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
神
谷
さ
ん

が
右
へ
左
に
ダ
ン
ス
を
し
て
い
る
よ
う
に
跳
ね
ま
わ
り
、

音
楽
指
導
を
し
、
だ
ん
だ
ん
乗
っ
て
来
て
飛
び
入
り

で
楽
器
を
も
っ
て
演
奏
に
入
る
方
も
い
て
、
楽
し
い

一
時
間
で
し
た
。
次
頁
総
会
写
真
で
そ
の
雰
囲
気
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

終
了
後
は
全
員
で
椅
子
や
机
を
片
づ
け
、
第
三
部

の
懇
親
会
。

神
谷
寛
子
さ
ん
が
引
き
続
き
演
奏
を
し
て
く
だ
さ

る
音
楽
の
中
、
ビ
ー
ル
や
ジ
ュ
ー
ス
で
乾
杯
、
体
育
館

の
あ
ち
こ
ち
に
同
級
会
の
輪
が
出
来
て
、
子
ど
も
時

代
に
帰
っ
て
楽
し
い
会
話
に
時
間
も
忘
れ
た
ひ
と
時

で
し
た
。

平
成
二
七
年
度
の
総
会
は
平
成
二
七
年
四
月
十
九

日
（
日
曜
日
）
午
後
三
時
よ
り
母
校
の
体
育
館
に
於

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
は
斎
藤
耕
一
さ
ん
（
三
四
回
生
）
の
司
会
で
、

野
地
会
長
（
二
四
回
生
）
の
挨
拶
、
片
山
校
長
の
挨

拶
に
続
い
て
新
入
会
員
を
代
表
し
て
三
月
に
卒
業
し

た
ば
か
り
の
八
八
回
生
の
権
野
に
こ
さ
ん
と
白
根
光

之
助
さ
ん
の
元
気
な
挨
拶
が
あ
り
、
引
き
続
き
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

議
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は
四
ペ
ー
ジ
、
五
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

今
回
の
総
会
は
同
窓
会
役
員
の
改
選
期
で
あ
り
ま

し
た
が
、
議
案
第
五
号
で
は
会
則
に
則
り
あ
ら
か
じ

め
三
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
評
議
員
会
の

場
で
の
決
定
に
従
い
、
学
校
閉
校
に
向
か
っ
て
現
在

の
役
員
体
制
を
維
持
し
て
臨
む
こ
と
、
従
っ
て
会
長
、

副
会
長
、
監
事
、
評
議
員
は
留
任
。
理
事
は
ご
都
合

に
よ
り
一
名
土
田
真
也
さ
ん(

四
七
回
生)

が
退
任

さ
れ
た
他
は
全
員
が
留
任
と
い
う
内
容
が
報
告
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
議
案
第
六
号
で
は
野
地
会
長
の
司
会
に
よ
り
、

今
後
の
同
窓
会
・
来
年
の
総
会
・
閉
校
行
事
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
、
ま
だ
新
校
設
立
後
の
同
窓
会
活

動
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
が
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
、

新
校
に
お
子
さ
ん
を
移
さ
ざ
る
を
得
な
い
同
窓
会

員
か
ら
は
、
新
校
に
な
っ
て
も
新
校
の
卒
業
生
を
受

け
入
れ
て
同
窓
会
を
続
け
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
が

多
い
こ
と
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
会
場
の
同
窓
生
に

意
見
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
四
名
の
方
が
挙
手
発
言
な
さ
い
ま
し
た
。

二
五
回
生
の
三
樹
勁
志
さ
ん
か
ら
は
、「
同
窓
会
活

動
は
継
続
し
た
方
が
良
い
。
三
校
並
記
の
名
前
、
例

え
ば
下
北
沢
小
学
校
連
合
同
窓
会
（
東
大
原
・
守

山
・
北
沢
）
と
し
て
、
守
山
小
学
校
に
同
窓
会
が
な

い
の
な
ら
、
新
校
に
な
っ
て
か
ら
門
戸
を
開
い
て
受

け
入
れ
た
ら
よ
い
。
守
山
小
に
同
窓
会
は
な
く
て
も

同
窓
生
は
沢
山
い
る
の
だ
か
ら
、
時
間
が
経
て
ば

入
っ
て
来
る
人
は
多
い
は
ず
だ
」
と
い
う
御
意
見
が

出
ま
し
た
。

十
三
回
生
の
三
宅
雅
彦
さ
ん
か
ら
は
、「
私
が
卒
業

し
た
時
は
第
三
荏
原
小
学
校
と
言
う
名
前
だ
っ
た
。

そ
れ
が
守
山
小
学
校
と
北
沢
小
学
校
と
東
大
原
小

学
校
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
私
は
東
大
原
の
同
窓
会
に

入
っ
て
い
る
。
第
三
荏
原
の
名
前
に
は
こ
だ
わ
ら
な

か
っ
た
。
下
北
沢
小
学
校
同
窓
会
で
、
そ
の
中
に
第

三
荏
原
小
学
校
や
東
大
原
小
学
校
の
名
前
や
歴
史

を
語
り
継
い
で
も
ら
え
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
ご
意
見

が
出
ま
し
た
。

二
七
回
生
の
辻
美
智
子
さ
ん
は
「
私
は
東
大
原
の
名

前
を
残
し
て
ほ
し
い
。
古
い
名
前
を
並
列
し
た
同
窓

会
に
し
て
欲
し
い
」
と
言
う
ご
意
見
。

二
十
回
生
の
上
野
美
昭
さ
ん
は
「
同
窓
会
名
は
下

北
沢
小
学
校
同
窓
会
に
ま
と
め
、
同
窓
会
の
会
則

に
あ
る
会
員
資
格
を
改
訂
し
、
第
三
荏
原
小
学
校
、

守
山
小
学
校
の
卒
業
生
、
東
大
原
小
学
校
の
卒
業

生
、
下
北
沢
小
学
校
の
卒
業
生
を
同
窓
会
員
と
す

る
と
書
け
ば
よ
い
」
と
い
う
ご
意
見
が
出
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
今
迄
議
論
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
凝
縮

さ
れ
た
様
な
意
見
で
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
本

年
中
に
守
山
小
学
校
の
関
係
者
と
も
打
ち
合
わ
せ
、

決
定
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

他
に
も
ご
意
見
の
あ
る
方
は
八
ペ
ー
ジ
記
載
の
同
窓

会
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ‐

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
是
非
ご
意

見
を
お
送
り
下
さ
い
。

意
見
交
換
の
後
、
臼
井
副
会
長
（
二
七
回
生
）
よ
り
、

閉
校
記
念
文
集
を
来
年
三
月
ま
で
に
作
成
し
た
い

こ
と
、
短
く
て
も
よ
い
か
ら
な
る
べ
く
多
く
の
同
窓

生
の
東
大
原
小
学
校
へ
の
想
い
を
集
め
載
せ
た
い
の

で
是
非
四
百
字
前
後
で
一
文
を
書
い
て
送
っ
て
く
だ

さ
い
と
い
う
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。
八
ペ
ー
ジ
記

載
の
同
窓
会
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ‐

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

原
稿
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
司
会
の
斉
藤
監
事
（
三
四
回
生
）
に
よ
る
来

賓
紹
介
、
そ
し
て
来
賓
を
代
表
し
て
佐
藤
信
彦
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
に
よ
る
御
挨
拶
が
あ
り
、
渡
辺
翠
理
事
（
二

七
回
生
）
に
よ
る
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
、
全
員
で
校
歌
を

合
唱
し
一
部
を
終
了
し
ま
し
た
。

二
七
年
度
定
例
総
会
の
報
告

同
窓
会
報
編
集
部
会

新入会員代表挨拶
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野地会長片山校長総会議事運営

佐藤ＰＴＡ会長 ご来賓の方々

神谷寛子さん 新入会員の皆さん

レッツ・プレイミュージック
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平 成 2 7 年  定 例 総 会 議 事 内 容

議 案 第 1 号

次頁掲載

平 成 2 6 年 度 事 業 報 告

第 一 部 　 総 会 議 事

議 案 第 2 号 平成26 年度決算報告および監査報告

収入の部 支出の部決算額予算額 決算額予算額

80周年記念誌販売 0

振替費用負担雑収入

204

3,500
預金利息収入

60,000
0
0
0

81,000
文具等消耗品費

懇親会費 通信費
新会員入会金 4,500 4,700

会費収入 600,000 474,000 活動費

当年度合計 1,364,500 1,348,150 当年度合計
前年度繰越金 1,939,304 1,939,304 次年度繰越金

合計 3,303,804 3,287,454

47,590
83,986

30,000

130,000

振替用紙代 3,1023,300

55,000

23,180

46,057総会･懇親会費
607,194会報費 570,000

65,000

490,000 394,083

1,343,300 1,205,192
1,960,504 2,082,262

3,303,804 3,287,454

　決算書類を慎重に監査した結果いずれも
　　　　　　　　　　適正且つ妥当なものと認めます。

礒　正格　　監事　平成27年4月1日

斎藤　耕一
福士　木綿子

平 成 2 6 年 度 監 査 報 告

合計

平成27年3月31日平成26年度決算報告 （単位：円）

寄付金収入 700,000 784,746

議 案 第 3 号

次頁掲載

平 成 2 7 年 度 事 業 計 画

平 成 2 7 年 度 予 算 案議 案 第 4 号

収入の部 支出の部
決算額予算額 決算額予算額
26年度27年度 26年度27年度

郵便振替払込料負担
預金利息収入

81,000

204

3,500

懇親会費
4,500

60,000
4,700

文具消耗品費

新会員入会金
通信費

寄付金収入 700,000 784,746
会費収入 500,000 474,000 活動費

当年度合計 1,264,500 1,348,159 当年度合計
前年度繰越金2,082,2621,939,304 次年度繰越金

合計 3,346,762 3,287,454

評 議 員 ・ 役 員 の 改 選議 案 第 5 号

47,590
83,986

30,000

100,000
50,000

郵便振替用紙代 3,1023,500
閉校イベント準備金 800,000

23,180

46,057総会･懇親会費
607,194会報費 605,000

50,000

420,000 394,083

2,058,500 1,205,192

1,288,262 2,082,262

3,346,762 3,287,454合計

（単位：円）

雑収入

氏名卒業回 氏名卒業回 氏名卒業回

岸田 義明　2 29

漆畑 光一34

岩下 秀男12 29

大岡 雅子34

吉田 赳12

重山 まこと

30

小山田 忠34

宮川 英子13

福士 木綿子

玉利 勝昭

斉藤 耕一34

礒 正格15

岩本 照雄31

関根 純一35

大村 昭夫17

小清水 和子32

山中 一享38

野地 勝彰24

宮田 維久子32

大木 弘人46

足立 逡三27

梶川 照矩33

窪田 賢雄47

臼井 良雄27

神谷 良男33

渡辺 明男48

大竹 英一27

土田 真也33

上原 謙介58

鈴木 茂49

田尾 智志49

渡辺 翠27 青鹿 和裕副校長

杉田 浩29

益井 純子33

①評議員

氏名卒業回 氏名卒業回 氏名卒業回

大竹 英一27 33

渡辺 翠27 33

杉田 浩29

梶川 照矩

33

渡辺 明男48

重山 まこと29

神谷 良男

益井 純子

関根 純一35

玉利 勝昭30

漆畑 光一34

上原 謙介58

宮田 維久子32

大岡 雅子34
青鹿 和裕特別会員

小山田 忠34

(母校副校長)

⑤理事

氏名卒業回 氏名卒業回

24 野地 勝彰会長

②会長・副会長

27 臼井 良雄副会長 小清水 和子32

氏名卒業回 氏名卒業回

15 礒 正格
監事

③監事

29 福士 木綿子

斎藤 耕一34

氏名卒業回 氏名卒業回

2 岸田 義明

参与

④参与

12 岩下 秀男

大村 昭夫17

山縣 武夫18

13 宮川 英子

来 年 の 総 会・閉 校 行 事・今 後 の
同 窓 会 の 運 営 に つ い て

議 案 第 6 号

来年度の同窓会定例総会　平成28年3月26日
閉校行事「さようなら東大原」平成28年4月10日

①

来年度の決算日の変更　平成8年3月20日②

新校設立後の同窓会の運営について ２頁参照③



5

　

母
校
創
立
八
十
八
周
年
の
今
年
、
私
た
ち
は
同
じ

く
米
寿
と
な
る
。
六
月
四
日
、
下
北
沢
南
口
「
北
海

道
」
で
毎
年
開
催
し
て
き
た
同
期
会
を
今
年
も
開
催

し
た
。

　

今
年
は
特
別
に
「
去
り
ゆ
く
母
校
に
お
別
れ
す
る

集
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。
と
言
い
な
が
ら
も
、
今
年
も

相
次
い
で
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
友
も
い
て
、
果
た
し
て
何

人
集
ま
れ
る
か
と
幹
事
は
心
配
し
て
い
た
。

　

で
も
、
去
年
十
二
人
だ
っ
た
が
、
今
年
も
十
一
人
の

出
席
、
遠
く
は
米
子
市
か
ら
空
路
か
け
つ
け
た
前
渋

民
子
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
て
、
朝
霞
市
、
所
沢
市
、

草
加
市
、
綾
瀬
市
、
川
崎
市
な
ど
か
ら
出
席
し
た
懐

平
成
二
六
年
度
の
活
動

一
．
会
報
の
発
行

年
二
回
の
会
報
作
成
を
実
施
。

二
．
母
校
の
教
育
環
境
の
向
上

●
大
野
忠
雄
前
校
長
の
肖
像
写
真
寄
贈

●
母
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
お
や
じ
の
会
、
校
庭
開
放
委

員
会
、
商
店
街
、
下
北
沢
成
徳
高
校
等
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
各
種
催
し
へ
参
加

し
た
。

●
同
窓
会
文
庫
を
充
実
す
べ
く
六
月
と
十
二

月
に
学
校
側
の
ニ
ー
ズ
を
聞
き
、
本
年
度
は
四

十
七
冊
を
寄
贈
し
た
。

●
新
し
く
同
窓
会
員
に
な
る
卒
業
生
に
対
し

て
『
三
年
日
記
』
を
、
ま
た
四
月
に
新
し
く
一

年
生
に
な
る
新
入
生
に
は
、
縄
跳
び
の
縄
を
贈

る
べ
く
学
校
に
届
け
た
。

三
．
同
窓
生
や
地
域
の
親
睦
を
図
る
た
め
の
事
業

親

睦

ゴ
ル
フ
の
会

は
五

月

九

日

東

京

カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
、
秋
の
親
睦
旅
行
は
九
月

二
十
八
、
二
十
九
日
で
新
潟
県
六
日
町
に
行

き
、
玉
川
酒
造
見
学
、
八
海
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

等
で
の
観
光
を
し
た
。

米
寿
を
祝
っ
て
の
同
期
会宮

川

英

子　

（
十

三

回

生

）

四
．
そ
の
他

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
義
援
金
は
、
昨
年

度
と
同
額
の
三
万
円
を
日
本
赤
十
字
社
を
通

じ
て
寄
付
し
た
。

平
成
二
七
年
度
事
業
計
画

一
．
同
窓
会
の
運
営
に
つ
い
て

学
校
統
廃
合
に
当
た
り
、
今
後
の
同
窓
会
を

ど
の
よ
う
な
も
の
に
し
て
い
く
の
か
を
検
討
す

る
。

会
員
名
簿
の
作
成
お
よ
び
会
報
の
発
行
に
つ
い

て
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
継
続
す
る
。

年
二
回
の
会
報
作
成
と
、
よ
り
多
く
の
会
員
へ

の
会
報
送
付
を
実
施
し
、
会
費
納
入
会
員
の

増
加
を
図
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
る
。

二
．
母
校
の
教
育
環
境
の
向
上

母
校
や
学
校
関
係
諸
団
体
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
継
続
し
て
行
う
。

各
種
学
校
関
連
行
事
へ
の
参
加
、
協
賛
、
同
窓

会
文
庫
充
実
、
新
入
同
窓
会
員
及
び
小
学
校

新
入
生
へ
の
記
念
品
贈
呈
を
継
続
す
る
。

三
．
会
員
の
福
利
厚
生

親
睦
ゴ
ル
フ
、
秋
の
旅
行
は
引
き
続
き
実
施
す

る
。

四
．
新
校
へ
の
対
応

３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
。

①
メ
モ
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
の
実
現

②
東
大
原
同
窓
会
閉
校
記
念
誌
（
文
集
）
発
行

③
二
八
年
三
月
二
十
六
日
実
施
の
閉
校
式
後

の
同
窓
会
総
会
を
含
め
た
「
あ
り
が
と
う
東
大

原
」
イ
ベ
ン
ト

ク
ラ
ス
会
だ
よ
り

か
し
い
友
と
ひ
と
と
き
の
逢
瀬
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
た
。

　

私
た
ち
は
昭
和
十
五
年
（一
九
四
〇
）
三
月
卒
業
で
、

男
女
そ
れ
ぞ
れ
三
ク
ラ
ス
、
一
ク
ラ
ス
は
六
十
五
人

以
上
総
勢
三
百
四
十
三
名
の
卒
業
だ
っ
た
。

全
校
児
童
千
八
百
名
を
超
す
、
母
校
最
高
の
児
童

数
の
時
代
だ
っ
た
。
休
み
時
間
は
校
庭
に
子
ど
も
た

ち
が
溢
れ
、
ぶ
つ
か
り
合
い
な
が
ら
遊
ぶ
の
が
日
常

だ
っ
た
。
だ
か
ら
昭
和
七
年
守
山
小
、
昭
和
一
二
年

北
沢
小
が
出
来
た
の
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
今
、
時
代
の
趨
勢
で
統
合
と
な
り
、
懐
か
し

い
母
校
と
の
別
れ
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　

ワ
イ
ン
を
、
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
み
な
が
ら
、
小
学
校
時

代
の
思
い
出
話
は
つ
き
な
か
っ
た
。

　

同
窓
会
で
発
行
す
る
予
定
の
閉
校
記
念
文
集
に
も

是
非
寄
稿
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
た
。

　

名
残
は
尽
き
な
い
中
に
も
時
は
過
ぎ
、
お
別
れ
を

前

に
み
ん
な
起

立

し
て
「

朝

夕

仰

ぐ
神

山

富

士

の
・
・
」
と
声
高
ら
か
に
校
歌
を
斉
唱
し
た
。

　

毎
年
同
期
会
の
た
び
に
歌
っ
て
い
る
校
歌
だ
っ
た
が
、

今
年
で
母
校
と
も
お
別
れ
と
思
う
と
み
ん
な
胸
に

迫
り
涙
が
込
み
上
げ
て
き
た
。
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ず
い
ぶ
ん
ゆ
っ
た
り
と
し
て
お
り
当
時
は
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ

う
で
あ
っ
た
の
と
の
違
い
に
ビ
ッ
ク
リ
）
、
修
復
さ
れ
た

二
宮
金
次
郎
像
な
ど
を
見
学
し
た
後
に
二
次
会
の
会

場
で
あ
る
下
北
沢
駅
西
口
の
湘
南
倶
楽
部
に
移
動
し

美
味
し
い
料
理
と
一
次
会
で
は
我
慢
し
て
い
た
ア
ル

コ
ー
ル
も
入
り
話
題
が
つ
き
な
く
楽
し
い
同
期
会
と
な

り
ま
し
た
。
三
組
は
こ
こ
数
年
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
て

い
ま
し
た
が
、
他
の
ク
ラ
ス
は
卒
業
以
来
一
度
も
集
ま

り
を
持
っ
た
こ
と
が
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
が
二
年
ご

と
の
ク
ラ
ス
替
え
で
一
度
は
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
こ
と

も
あ
る
の
で
こ
れ
か
ら
は
ク
ラ
ス
会
で
な
く
同
期
会
と

し
て
集
ま
る
こ
と
で
皆
の
意
見
が
一
致
し
、
次
回
は
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
都
合
に
よ
り
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た

仲
間
、
連
絡
先
不
明
の
仲
間
も
探
し
出
し
て
よ
り
多

く
の
参
加
者
に
よ
る
同
期
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
約

し
て
散
会
し
ま
し
た
。

　

み
ん
な
、
八
十
八
歳
。「
ま
た
来
年
も
会
い
ま
し
ょ
う
」

と
い
っ
て
お
別
れ
を
し
た
。

　

平
成
二
七
年
四
月
四
日
の
土
曜
日
に
三
四
回
卒

業
生
に
よ
る
同
期
会
が
母
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
開

催
さ
れ
同
期
生
十
八
名
と
三
組
担
任
で
あ
っ
た
宮
川

先
生
も
加
え
十
九
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
在
学
中
に
完
成
し
毎
日
通
っ
た
鉄
筋
の

校
舎
も
平
成
二
八
年
四
月
以
降
解
体
さ
れ
、
東
大

原
小
学
校
の
跡
地
に
新
し
い
校
舎
の
建
設
が
始
ま
り
、

平
成
三
十
年
四
月
か
ら
新
校
舎
で
の「
下
北
沢
小
学

校
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
東
大
原
小
学
校
と
し
て

の

後
の
桜
を
見
な
が
ら
皆
で
思
い
出
話
を
し
よ
う

と
初
め
て
同
期
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

書
室
、
教
室
（
我
々
は
ひ
と
ク
ラ
ス
五
十
五
人
学
級

で
教
室
に
机
が
一
杯
、
今
の
教
室
の
机
の
数
を
見
て

　

私
た
ち
は
団
塊
世
代

の
真
っ
只
中
、
同
期
生

は
四
ク
ラ
ス
総
勢
二
百

二
十
六
人
お
り
、
教
室

不
足
の
た
め
二
部
授
業

も
あ
っ
た
こ
と
、
給
食
の

ミ
ル
ク
（
脱
脂
粉
乳
）
は

苦
手
な
生
徒
が
多
か
っ

た
こ
と
、
放
課
後
の
遊

び
場
所
は
ど
こ
の
広
場

だ
っ
た
等
当
時
の
懐
か

し
い
話
な
ど
次
か
ら
次

に
飛
び
出
し
、
ま
た
皆

が
そ
れ
を
覚
え
て
い
て

さ
ら
に
話
が
発
展
す
る

な
ど
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
、

あ
っ
と
い
う
間
に
予
定

の
二
時
間
が
過
ぎ
、
図

三
四
回
卒
業
生
、
初
め
て
の
同
期
会

漆

畑

光

一　

（
三

四

回

生

）

　

某
月
某
日
、
小
学
校
時
代
の
同
級
生
が
某
神
奈
川

の
某
家
と
い
う
名
の
居
酒
屋
に
集
合
。
集
ま
っ
た
人

間
の
九
割
は
リ
タ
イ
ア
お
じ
さ
ん
。
集
ま
り
の
名
目

は
「
ク
ラ
ス
会
の
打
ち
合
わ
せ
」
。

　

ま
ず
始
め
に
席
の
取
り
合
い
。
壁
側
の
背
を
も
た
せ

か
け
ら
れ
る
席
を
我
勝
ち
に
と
無
言
で
、
し
か
し
強

い
意
思
を
露
わ
に
し
な
が
ら
目
指
す
。
席
を
確
保
し

て
か
ら
お
も
む
ろ
に
「

近
、
腰
が
さ
あ…

」「
あ
っ
そ

う
か
い
。
こ
ち
ら
は
膝
が
さ
あ…
」
。

　

さ
て
、
次
は
「
と
り
あ
え
ず
」
と
肴
の
注
文
に
五
分

ほ
ど
。「
エ
ビ
、
イ
カ
は
だ
め
だ
ぞ
」
の
声
に
「
お
っ
、
お

前
も
痛
風
か
？
！
」
と
嬉
し
そ
う
な
声
が
応
え
る
。

ど
う
に
か
注
文
も
ま
と
ま
り
乾
杯
と
い
う
と
こ
ろ
で

「
と
こ
ろ
で
今
日
は
何
の
会
？
」
と
聞
く
男
が
い
つ
も

何
人
か
は
い
る
。「
い
い
か
ら
乾
杯
！
」
と
無
視
さ
れ

る
の
も
い
つ
も
と
同
じ
。

　
「
母
校
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
し
」
と
Ｙ
野
が

口
に
す
る
と
「
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
わ
け
じ
ゃ
な
い
よ
。

血
圧
・
初
恋
・
尿
酸
値

鈴

木

春

樹　

（
三

三

回

生

）

き
だ
っ
た
の
か
？
」
と
Ｓ
木
。「
Ｉ
藤
さ
ん
、
血
圧
が
高

く
て
」「
ふ
ー
ん
。
可
愛
か
っ
た
の
に
な
あ
」「
容
貌
と
血

圧
に
相
関
関
係
は
な
い
よ
」「
血
圧
と
い
え
ば
さ
あ
、

俺
、
こ
の
間
狭
心
症
の
軽
い
症
状
が
出
て…

」「
だ
か
ら
、

早
く
や
ろ
う
、
ク
ラ
ス
会
」「
だ
か
ら
っ
て
、
す
ぐ
に
ど

う
の
こ
う
の
っ
て
ほ
ど
じ
ゃ
な
い
よ
」「
そ
れ
は
と
も
か

く
、
今
日
は
ク
ラ
ス
会
の
日
取
り
だ
け
で
も
決
め
よ

う
」「
で
も
血
圧
に
初
恋
の
人
は
良
く
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

の
か
？
」「
興
奮
す
る
と
尿
酸
値
も
上
が
り
そ
う
だ
し

な
あ
」「
興
奮
と
尿
酸
値
と
は…

」
。

　

そ
こ
に
本
日
の
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
白
子
鍋
が
登
場
。

「
あ
っ
、
白
子
は
痛
風
に
悪
い
ぞ
。
Ｙ
野
は
食
え
な
い

な
」
と
Ｋ
花
が
。「
い
や
い
や
、
そ
れ
が
ね
え
、
こ
の
薬
を

飲
め
ば
大
丈
夫
」
と
口
に
し
な
が
ら
Ｙ
野
は
獣
医
で
あ

る
娘
か
ら
回
し
て
も
ら
っ
た
犬
用
の
薬
を
ポ
ケ
ッ
ト
か

ら
出
し
て
振
り
回
す
。
ク
ラ
ス
会
の
話
題
は
ど
こ
へ
や

ら
、
ひ
た
す
ら
鍋
を
食
べ
る
音
だ
け
が
部
屋
を
満
た
し

た
の
で
あ
り
ま
す
。

守
山
と
統
合
さ
れ

る
ん
だ
」
と
Ｋ
谷
が
。

「
ど
っ
ち
で
も
い
い
か

ら
、
と
に
か
く
ク
ラ

ス
会
や
ろ
う
よ
」
と

Ｅ
口
が
か
き
混
ぜ
る
。

「
早
く
や
ら
な
い
と

ま
た
誰
か
が
故
人
に

な
っ
ち
ゃ
う
ぞ
。
実

は
主
人
は…

な
ん
て

未

亡

人

か
ら
の
手

紙
を
読
む
の
は
嫌
だ

か
ら
な
あ
」
と
Ｓ
木

が
。「
と
こ
ろ
で
Ｉ
藤

さ
ん
元
気
か
い
？
」

と
Ｋ
花
が
。「
あ
れ
、

お
前

Ｉ
藤

さ

ん
好
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同
窓
会
へ
の
連
絡
、
問
い
合
わ
せ
、

寄
稿
の
送
付
、
送
金
の
方
法
に
つ
い
て

編
集
後
記

毎
年
総
会
が
終
わ
る
と
忙
し
さ
か
ら
解
放
さ
れ
、
総
会
報

告
記
事
を
中
心
に
会
報
一
号
の
作
成
に
と
り
か
か
る
が
、

今
年
は
東
大
原

後
の
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
メ
モ
リ
ア

ル
ス
ペ
ー
ス
の
企
画
や
メ
モ
リ
ア
ル
文
集
の
企
画
、
新
校
建

設
の
公
聴
会
へ
の
出
席
、
守
山
小
学
校
の
閉
校
後
の
跡
地

利
用
公
聴
会
へ
の
出
席
な
ど
で
慌
た
だ
し
く
、
記
事
の
募
集

も
は
か
ど
ら
ず
、
な
に
か
淋
し
い
内
容
に
な
り
ま
し
た
。
継

続
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
い
う
同
窓
会
仲
間
の
声
に

励
ま
さ
れ
、
拙
い
文
章
で
ペ
ー
ジ
を
埋
め
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
の
積
極
的
な
投
稿
を
お
願
い
た
し
ま
す
。

本
同
窓
会
は
政
治
・
宗
教
・
思
想
に
つ
い
て

中
立
を
守
り
ま
す
。

同
窓
会
の
事
務
所
の
所
在
地
は
会
則
で
は「
東
大
原

小
学
校
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
現
状
で
は
、
学
校
内
で
事
務
を
行
う
こ
と
が

学
校
管
理
上
の
理
由
で
出
来
ま
せ
ん
。
会
員
各
位
に

は
こ
の
点
で
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
。

現
在
の
事
務
局
の
住
所
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

連
絡
は
郵
便
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
こ
ち
ら
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

郵
便
番
号　

一
五
五‐

〇
〇
三
一

世
田
谷
区
北
沢
二
丁
目
三
五‐

九

小
清
水
ビ
ル
５
Ｆ

東
大
原
小
学
校
同
窓
会
事
務
局

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３‐

５
４
５
４‐

５
３
５
６

昭和3年

昭和4年

昭和5年

昭和6年

昭和7年

昭和8年

昭和11年

昭和14年

昭和16年

昭和17年

昭和20年

昭和21年

1回生

2回生

3回生

4回生

5回生

6回生

9回生

12回生

14回生

15回生

18回生

19回生

全クラス

全クラス

全クラス

全クラス

全クラス

全クラス

全クラス

全クラス

紙複写のみ

全クラス

全クラス

一組と二組

平成27年6月2日現在で欠番のアルバム

投
稿
を
お
願
い
た
し
ま
す
。
送
り
先
は
八
ペ
ー
ジ
に

あ
る
同
窓
会
事
務
所
へ
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ‐

メ
ー
ル

で
お
願
い
致
し
ま
す
。
投
稿
な
さ
る
方
は
必
ず
氏
名
、

卒
業
回
数
、
卒
業
時
の
担
任
の
先
生
名
を
付
記
し
て

く
だ
さ
い
。

投
稿
の
お
願
い

一
．
同
窓
会
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

新
校
に
統
合
さ
れ
た
時
今
ま
で
の
同
窓
生
を

中
心
と
し
た
東
大
原
小
学
校
同
窓
会
は
、
新

入
会
員
が
今
後
は
入
っ
て
こ
な
い
ま
ま
東
大
原

小
学
校
同
窓
会
と
し
て
新
校
と
は
関
係
な
く

継
続
す
る
か
、
そ
れ
と
も
新
校
の
同
窓
会
に
衣

替
え
を
し
、
今
後
は
旧
守
山
小
学
校
の
同
窓
生

も
加
入
し
て
も
ら
い
新
校
の
同
窓
会
と
し
て
学

校
と
関
係
を
持
ち
続
け
て
存
続
さ
せ
る
か
、
な

ど
大
き
く
意
見
が
割
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の

東
大
原
同
窓
生
の
会
費
・
寄
付
金
も
繰
越
で
二

百
万
円
強
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
を
な
し
崩
し

的
に
新
校
の
同
窓
会
と
し
て
他
校
の
同
窓
生
の

為
に
も
使
用
し
て
良
い
の
か
、
悩
ま
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
意
見
を
求
め
ま

す
。

三
．
メ
モ
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て

世
田
谷
区
は
新
校
に
今
ま
で
八
十
八
年
の
東

大
原
小
学
校
の
歴
史
を
残
す
た
め
、
メ
モ
リ
ア

ル
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
を
了
解
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
歴
代
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
や
、
卒
業
制

作
（
写
真
で
）
、
同
窓
会
活
動
の
歴
史
資
料
な

二
．
東
大
原
小
学
校
閉
校
記
念
同
窓
生
メ
モ
リ
ア

　
　

ル
文
集

来
年
の
三
月
ま
で
に
な
る
べ
く
多
く
の
同
窓
生

の
東
大
原
小
学
校
へ
の
想
い
出
や
想
い
を
残
す

た
め
の
文
集
を
発
行
し
ま
す
。
４
百
字
前
後
の

短
か
く
て
も
想
い
の
こ
も
っ
た
文
章
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

現
在
中
学
生
の
新
入
会
員
か
ら
第
三
荏
原
小

学
校
卒
の
ベ
テ
ラ
ン
会
員
ま
で
幅
広
い
方
々
か

ら
の
多
く
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ど
を
残
す
つ
も
り
で
建
築
家
の
同
窓
生
の
助
け

を
借
り
、
内
装
設
計
に
も
意
見
を
言
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
部
屋
に
あ
な

た
だ
っ
た
ら
何
を
残
し
た
い
で
す
か
？
そ
う
い

う
思
い
が
あ
れ
ば
ご
意
見
を
く
だ
さ
い
。

昭和22年

昭和23年

昭和24年

昭和25年

昭和26年

昭和27年

昭和28年

昭和29年

昭和30年

昭和31年

昭和33年

昭和63年

20回生

21回生

22回生

23回生

24回生

25回生

26回生

27回生

28回生

29回生

31回生

61回生

一組と二組

全クラス

全クラス

全クラス

二組と三組

全クラス

全クラス

一組、三組、四組

一組、三組、四組

三組と四組

一組と三組

全クラス

同
窓
会
で
は
今
、
過
去
の
卒
業
記
念
ア
ル
バ
ム
を
集
め

同
窓
会
文
庫
に
保
管
し
て
い
ま
す
が
、
新
校
設
立
後

は
こ
れ
を
整
備
し
て
メ
モ
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
に
並
べ
る

予
定
で
す
。
前
回
の
会
報
や
会
報
発
送
案
内
で
お
願

い
し
て
集
ま
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
未
だ
左
表
に

掲
げ
た
年
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
が
欠
け
て
い
ま
す
。
特
に

戦
後
昭
和
二
一
年
か
ら
昭
和
三
三
年
ま
で
は
六
年

生
全
部
の
ア
ル
バ
ム
で
は
な
く
、
ク
ラ
ス
別
の
ア
ル
バ
ム

に
な
っ
て
お
り
、
な
か
な
か
全
部
が
集
ま
り
ま
せ
ん
。

な
お
ご
寄
贈
い
た
だ
け
る
方
は
下
記
同
窓
会
事
務
所

連
絡
先
へ
お
願
い
致
し
ま
す
。
欠
番
は
左
記
の
通
り
。

欠
番
号
卒
業
記
念
ア
ル
バ
ム
寄
付
の
お
願
い
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10
10
10
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
12
12
12
12
12
12
12
12
12
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
14
14
14
14
14
15
15
15
15
15
15
15
15
16
16
16
16
16
17
17
17
17
17
17
17
17
17
17
17
18
18

望月 令子
佐藤 信子
三宅 喜代子
冨田 隆
板橋 勅
干場 信夫
鮎澤 弘
篠山 茂行
嶋田 新一
三科 和子
石井 はる子
舩木 良子
青井 文子
穴沢 敏子
曽我 田津子
山崎 康子
岩下 秀男
吉田 赳
本橋 昇
遠山 國臣
岡 正雄
渡辺 一男
諸谷 昇平
高宮 彝
寛谷 恵美子
高見沢 裕
澤原 昌
吉田 太一
大井 收
村松 樹郎
三宅 雅彦
五郎川 英治
立原 千嘉子
宮川 英子
武田 千恵子
杉本 綾子
福島 昭子
森塚 ふね
土肥 京子
山縣 武典
永坂 友一
向後 康治
三品 勝美
立川 和子
斎藤 隆夫
今井 兼介
大矢 正雄
柏 誠次
平田 昭
野坂 茂子
高見澤 永子
伊藤 富士乃
山中 武
野口 てる子
永田 弘子
上田 潤子
石川 悦子
大村 昭夫
山田 彦三
山本 倫久
松島 俊昭
中村 若葉
高橋 宣子
石井 淑子
八木 江里
多田 美智子
鶴巻 久子
權田 揚子
菊田 精一郎
冨田 功

18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
19
19
19
19
19
19
20
20
20
20
20
20
20
20
21
21
21
21
21
21
21
21
21
21
21
22
22
22
22
22
22
22
22
22
22
22
22
23
23
23
23
23
23
23
23
23
23
23
23
23
24
24
24
24
24

須貝 政男
小平 健男
上田 晴江
今坂 愛子
根岸 依子
江里口 弘子
大島 千津子
山縣 武夫
小田原 和子
尾花 珠樹
掠田 八穂子
伊藤 達雄
堀江 照彦
田村 浩子
松風 はる美
有居 俊
岩谷 豊彦
亀井 儀隆
安藤 猛
下條 陽夫
戸﨑 貞子
河野 照秋
田島 照郎
橋本 文男
恩田 孝順
岡田 昇
高原 文男
上野 美昭
中嶋 久次
藤田 彰
伊庭 保
鈴木 福子
若林 弘司
石田 一郎
石井 一
四竈 公子
志賀 芙規子
高比良 祐二
石崎 富子
吉田 巳矢子
小林 晟高
豊田 宏
佐々木 陽子
高橋 昌子
渡辺 路美
稲村 とし子
西川 武彦
張 富士夫
丸田 安子
西岡 巌
高橋 みどり
内海 典子
園田 博
増田 至弘
太田 健夫
土方 倭子
村崎 多寿子
島田 秀子
大塚 弘章
牧野 純一
阪本 俊子
高野 美也子
不破 澄江
安井 幹雄
南澤 明子
阿部 喜一
名児耶 忠
永井 昌平
星 輝佳
後藤 茂彦

24
24
24
24
24
24
24
24
24
24
24
24
25
25
25
25
25
25
25
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27

深津 健司
奈倉 理一
中森 進
野地 勝彰
荒木 優江
野澤 桂子
泰 菊枝
土田 昌宏
山中 克昭
井上 賀百合
神田 美智子
田辺 明子
長谷川 博一
広瀬 正俊
三樹 勁志
尾崎 達男
岩崎 敏之
武田 国子
渡辺 公子
新居 忠夫
菅沼 浩一郎
鹿島田 茂夫
益津 マツエ
斎藤 初美
森定 洋子
園部 幸子
石川 喜代
戸崎 紀昭
小林 尚
上神谷 俊秋
坊坂 紀子
高木 光子
三橋 直樹
神田 友直
楠山 哲四郎
石田 次郎
臼井 良雄
鈴木 郁子
佐々木 洋子
小林 千和子
辻 三智子
片山 豊子
桑田 喜美子
佐藤 俊之
豊田 融
水口 宏道
岡本 匡房
宮川 守英
多 則央
杉浦 保夫
尾村 彰彦
香中 敬子
杉山 朝子
渡辺 翠
町田 恭子
紺頼 靖子
星 明子
植田 和子
麻田 治代
足立 逡三
福島 肇
赤尾 英城
飯田 充
佐藤 修
大場 忠太郎
鞍橋 希瑳子
佐佐木 慧子
五十嵐 吉辰
大島 睦治
森野 晏侑

27
27
27
27
27
27
27
28
28
28
28
28
28
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
30
30
30
30
30
30
30
30
30
30
30
30
30
31
31
31
31
31
31
31
31
31
31
31
31
31
31
31
31
31
31
31

高橋 雄一
原田 英紀
辻 節子
海老 秀子
岩田 玉江
寺嶋 美智子
行廣 清彦
伊藤 隆輔
福井 眞子
新居 成夫
加藤 敏子
村木 恭子
鈴木 智恵子
杉田 泰之
中山 弘
鈴木 征彦
高野 孟
宮村 昌江
川口 弘子
神村 妙子
福士 木綿子
今井 千恵子
河村 郁子
吉井 衛
江川 勇夫
中山 宏美
重山 まこと
伊東 靖夫
松橋 親
大倉 勝利
室井 謙三
江口 奠子
小野 成子
石飛 亮子
田矢 美代
浅川 英雄
下井 大平
松岡 一子
玉利 勝昭
戸ノ下 静枝
永田 京子
師 勝介
伊藤 正敏
流石 朝之
水野 治子
石井 修
依田 寿子
渡辺 怜子
泉 重和
海野 建彦
松尾 軍治
日高 忠保
白鳥 義男
田中 宗一
井上 嘉世子
藤村 純子
加藤 章江
平川 智恵子
加藤 和
秋山 邦夫
守屋 吟治
大里 義男
石田 琇暉
野村 斎
芝谷 清
舞木 哲也
石井 寛
松本 英太
本田 敏子
田中 清子

31
32
32
32
32
32
32
32
32
32
32
32
32
32
32
32
32
32
32
32
32
32
32
32
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34

川瀬 芙美子
松島 紘一
平田 敏之
新井 光治
高橋 和義
中川 雅治
伊藤 知子
直井 幸子
芦田 伊識
眞瀬 俊二
川端 純子
竹内 千鶴子
小松 徹
小清水 和子
神田 啓子
小峰 暁子
塩坂 武彦
内山 政明
藤田 早苗
鈴木 保子
宮田 維久子
伊藤 照美
金井 美恵子
小林 富子
青木 邦雄
今井 弘美
牧 甫
磯野 美織
山本 駿介
森野 豊
梶川 照矩
鈴木 晋一
中村 清子
清水 みき子
宗像 孝育
安野 信
神谷 良男
田下 佳彦
飯田 朗
新居 晴夫
鈴木 春樹
益井 純子
渡辺 耀子
野永 みどり
樋口 和子
香野 百合子
澤 美柄子
野元 和夫
山本 妙子
橋本 みさ子 
福原 佳寿子
土田 真也
遠藤 孝雄
新庄 良太郎
児玉 令子
吉井 純子
西岡 万里子
古木 和江
漆畑 光一
岸田 利夫
斎藤 耕一
小山田 忠
内川 雅子
内藤 純子
大岡 雅子
谷平 三恵子
村居 洋子
黒澤 もと子
原嶋 文子
広瀬 和子

35
35
35
35
35
36
36
36
36
37
37
37
37
37
38
38
38
38
39
40
40
40
40
41
42
42
42
42
43
44
44
45
45
46
47
47
48
49
49
49
50
50
51
55
57
58
58
59
59
59
60
61
61
61
61
63
63
63
73
77
79
79
81
Ｔ
Ｔ
Ｔ

伊藤 彰二
大竹 康広
添田 恵美子
直井 光子
前盛 道子
吉川 喜久代
中山 幸栄
山﨑 雅子
福井 節子
関 孝和
直井 文博
根本 隆夫
降旗 正明
石山 恭市
真崎 淳
山中 一亨
秋山 千鶴子
加藤 正毅
佐野 修司
小穴 是昭
島田 正志
清水 クルミ
篠山 行夫
神谷 千鶴子
大澤 弘一
加藤 佐旗雄
久木元 延生
藤森 嘉孝
飯島 弘一
阿部 由美子
山下 富恵
北村 敏夫
加藤 真希子
武中 千里
大久保 貴美子
子安 修
渡辺 明男
田尾 智志
金子 賢三
鈴木 茂
徳永 美和子
佐藤 しのぶ
増田 光彦
宮田 健二
瀬戸井 嘉美
上原 謙介
本多 優
漆畑 郁子
友葭 敬子
羽生田 やまめ
竹内 真弓
漆畑 祐介
冨安 毅
中川 俊輔
野地 須美子
眞木 明香
高橋 裕美
小林 謙三
降籏 弘明
降籏 俊明
大槻 洋明
竹田 勇
藤井 俊之
吉岡 隆
望月 稔
佐藤 信彦

平
成
二
八
年
四
月
十
日
（
日
曜
日
）
十
時
か
ら
一
五
時
ま
で
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
同
窓
会
、
お
や
じ
の
会
、
校
庭
開
放
委
員
会
な
ど
の

主
催
で「
さ
よ
う
な
ら
東
大
原
」
の
会
が
催
さ
れ
、
自
由
に
東

大
原
小
学
校
内
に
出
入
り
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

懐
か
し
い
母
校
の
椅
子
に
座
っ
て
心
ゆ
く
ま
で
童
心
に
帰
っ
て
ク

ラ
ス
会
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。

東大原小学校同窓会 検索 dosokai@higashiohara. jphttp ://www.higashiohara. jp/

平成27年5月末日までに、平成27年度の年会費・寄付金を納入して頂いた方々（数字は卒業回数、Ｔは学校関係者）


